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造影 CT 検査を受けた患者さんの 

診療情報等を研究に利用することについてのお知らせ 

 

九州医療センターでは、九州医療センター倫理審査委員会の審査を受け、病院長承認のもと、下記の臨床研究

を実施しております。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関

連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

当該研究に診療情報等が用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただ

けない場合には研究対象としませんので、下記の[相談窓口]までお申出ください。その場合でも患者さんに不利

益が生じることはありません。なお、研究の進捗状況によっては、あなたのデータを取り除くことができない

場合がございますので、ご了承ください。 

1.研究課題名 造影 CT 検査における造影剤血管外漏出防止に向けた取り組み 

2.研究実施機関

の研究責任者 

九州医療センター 放射線部 久木野 豊 

3.研究の背景 血管外漏出の低減を目的に、ルート確保から撮影までの時間短縮、確認手順の見直し、上肢

を下ろした状態での造影注入手技を導入しました。 

4.研究目的 これらの取り組みによる血管外漏出、特に造影剤全量漏出の抑制効果が十分に得られている

かを評価します。また、血管外漏出に関わるリスク要因と発生要因を調査しリスク因子のチ

ェックリストを構築することを目的とします。 

5.研究実施期間 ① 調査対象期間 

2024年4月1日から2026年3月31日。 

② 研究期間 

倫理審査委員会承認後から西暦 2026 年 12 月 31 日まで。 

6.研究の方法 ① 対象となる方 

2024年4月1日から2026年3月31日までに当院で造影CT検査を受けられた方 

 

② 調査方法 

診療録と放射線情報システムから情報を収集して、解析します。 

 

③ 研究に利用する診療情報 

 

☒年齢  ☒性別  ☒身長 ☒体重  ☐写真【部位：      】 

☒病歴 ☒既往歴  ☒治療歴【  】   

☐予後【  】 

☐臨床検査データ【  】 

☐画像データ【   】 

☐アンケート【   】 
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☒有害事象【副作用・合併症の発生等・造影剤血管外漏出の有無】 

 

☒その他【血管外漏出に関わるリスク要因】 

意思疎通困難の有無、身体的特徴 (BMI による肥満の有無）、化学療法中または既往

の有無、血管脆弱性の有無（脆弱血管、静脈確保困難等）、穿刺部位（前腕・肘窩、

手背等）、留置針サイズ、 造影剤注入時条件（造影剤の種類・注入量・注入速度）、 

その他診療録に記載された血管外漏出の発生に関連すると考えられる事項 

 

④ 試料・情報の管理 

九州医療センター 放射線部 （主任診療放射線技師）  （氏名）久木野 豊 

 

7.個人情報の 

取扱い 

情報等には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所など、個人を直ち

に判別できるような情報は削除します。研究成果は学会で発表されますが、個人を直ちに

判別できるような情報は利用しません。 

8.研究組織 この研究は、当院のみの単施設研究です 

研究代表施設 

（研究代表者） 

九州医療センター 放射線部（職名：診療放射線技師） 久木野 豊 

相談窓口 九州医療センター 放射線部（職名：診療放射線技師） 久木野 豊 

〒810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜 1-8-1 

電話番号 092-852-0700 

 
 

 

 


